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1. 研究成果の概要 

 

①  研究構想にかかる成果 

＜実施したこと＞ 

研究開発項目である、高機能トポロジカル反強磁性体の開発／高品質・積層単結晶薄膜の作製／クラス

ター磁気多極子による磁気スイッチングダイナミクスの解明に取り組んだ。 

＜得られた成果＞ 

Mn₃Sn に対する元素置換が物理特性に及ぼす影響について、数値シミュレーション手法を開発・検証し、そ

の予測、及び評価を可能とした。あわせて、単結晶電極の配向の最適化、適切なバリア材料の選定、及び

界面品質の向上を図ることにより、磁気トンネル接合（MTJ）デバイスにおけるトンネル磁気抵抗（TMR）

の増大を実現した。 

 

② 国際ネットワーク構築・拡大に関する成果 

＜実施したこと＞ 

国際的な研究交流を促進すべく、以下の 2 件の国際シンポジウムを主催した：（1）「量子エレクトロニクス」

国際シンポジウム（2024年 2月 13日～16日、東京大学）、および（2）「量子マテリアルから量子情報

へ（QMQI2024）」（2024年 11 月 11 日～15日、沖縄科学技術大学院大学）。さらに、複数の国際

会議において、機能性反強磁性体を主題とする特別セッションを企画・実施した。 

＜得られた成果＞ 

(1) 「量子エレクトロニクス」国際シンポジウム：量子磁性体の基礎、先端スピントロニクスデバイスなど量子エ

レクトロニクス、及び素粒子・原子核、宇宙や量子多体系からも第一人者が一堂に会し量子エレクトロニ

クスや量子技術、及び学際領域を議論した。  

(2)「量子マテリアルから量子情報へ」国際シンポジウム：前 2日量子マテリアル、後 2日量子情報、中 1日

が両領域の「橋渡し」からなり、米国 QMS（Quantum Materials Synthesis collaboration）、及び沖

縄科学技術大学院大学との共催により実現した。 

(3) 国際会議で特別セッションが採択された：(i) APS March 2024（American Physical Society）、(ii) 

INTERMAG 2024（IEEE International Magnetics Conference）、(iii) APS Global Physics 

Summit 2025。 

 

③ 国際頭脳循環の促進に資する若手研究者の人材育成に関する成果 

＜実施したこと＞ 

研究者及び学生の国際派遣・受入プログラムの立上げに取り組んだ。 

＜得られた成果＞ 

国際派遣・受入プログラムが立ち上がり、派遣ではトランスファを初めて実現した。また、相手側研究者が日

本側拠点に滞在し、共同研究を推進すると同時にポストドクターと大学院学生の指導を行った。これにより、

今後の海外への若手研究者や学生の派遣や教育訓練など国際頭脳循環への出発点となった。 
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